
令和７年度 第３回学校運営協議会 

 

１ 期 日  令和８年２月13日(金) 10:00～12:00 
 

２ 会 場  本校会議室 

 

３ 内 容 

（１）開会 

 ①校長挨拶 

・今年度最後の協議会は本校の取組のまとめ、次年度の課題の協議を進めたい。 

・高等部３年の進路状況について。 

・良好なライフワークバランスの中で生活している卒業生の紹介。 

 

 ②委員長より 

  ・先日校長より、「協議会は楽しく」との依頼があった。 

・最終回なので、委員は評価表の記入に協力してほしい。 

・1年間を振り返り様々なことがあり、年間で大変よい思い出ができた。 

  ・本校教育活動の成果は先生方が熱意をもち協働して取り組んでいる結果だと感じる。 

・PTAの活動の紹介。 

 

 ③自己紹介 

 
（２）交流及び共同学習係より                      [全体協議の様子] 

 
 ①学校全体の成果と課題について 
 ②各学部の成果と課題について 
 
（３）協議  テーマ「次年度に向けた各部の取組について」 
①各部に分かれての話し合い（進行：部主事） 

 
 
 
 
 
 
[グループ協議の様子] 
                               

小学部 中学部 高等部 

 
 
 
 

 



②各グループからの協議結果の報告 ＊協議記録写真参照 

小学部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高等部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（４）学校の取組報告 
①コンプライアンス等 

 ②学校評価 

・多数の高い評価の一方、低い評価が少数あることも事実である。 

・学校の課題解決のため定期でいじめ・不登校対策委員会等を実施している。 

・地域との交流学習について、当初の目標は年間10回であったが、結果として年間20回達成できた。 

・児童生徒の意識の変容をしっかり評価することは重要な視点であり、今後も継続していく。 

 

 

 

 



（５）次年度に向けて（校長より） 

・児童生徒や学校の課題を運営協議会の皆様とも共有したい。 

・第一として交流学習の質の向上を図りたい。 

・第二として児童生徒及び家庭が多様化しており、また、本校卒業生は卒業後の相談相手が限られるという課題がある。

次年度はスクールカウンセラーと連携し、児童生徒が在学中に専門家に相談できる体制をつくる予定である。 

 

（６）まとめ 

①運営協議会委員より 

  ・仕事体験をとおして、自身も大きな学びを得た。生徒たちが回を追うごとに自信をつけていく姿を見て学ぶことが多

かった。次年度もさらに交流を深める取組を継続していきたい。 

・学校が地域の意見を踏まえて学校運営を考えていると感じた。コミュニティ・スクールが意義ある取組になっている。 

・教育活動において地域と連携することは大変重要であり、その意味で本校は地域とよい関係を構築していると言える。 

・児童生徒の変容を提示することは委員のやりがいにつながる。 

・社会福祉協議会と本校はいろいろな面でつながりがある。今後も協力しながら活動を継続していきたい。 

・教職員が生徒のためにいろいろな活動をしていることを実感できた。また、地域のいろいろな団体・企業が、学校の

ために熱心に活動していることも実感できた。 

・コミュニティ・スクールの活動においては教職員の力が非常に大きく関係する。本校の教職員は熱心に考え、実行し

ていく力がある。チームワークを生かして、次年度以降の教育活動に生かしてもらいたい。 

・地域の事業所には事業所なりの課題があり、それを解決するためにも本校と連携していきたい。今までにないことで

もチャレンジしていきたい。 

・マルト、海浜公園の仕事体験学習に保護者として参加した。活動をとおして、関係者の子どもたちに対する思いが伝

わってきた。また活動する子どもたちの表情がキラキラしていて非常に嬉しかった。 

・小学部からの経験の積み重ねが生きていると感じる。教職員同士の関係、教職員と地域との関係ができているからこ

そ、子供たちの活動を充実させることができる。 

②委員長より 

  ・各委員それぞれにしっかりした考えをもって、児童生徒を見守っていると感じる。感謝をしたい。 

・年間３回の取組を見ながら学校の評価をしたい。 

・３月は人事異動の季節。できることならまたこのメンバーに再会できる機会を楽しみにしている。                           

③校長より 

 ・委員の皆様の本校教育活動への協力に感謝したい。今後も協力関係を継続していきたい。 

・次年度からは新たな事業として特別支援教育地域連携体制構築事業が立ち上がる。この取組でも力を貸していただき 

たい。 

・今年度は県内で本校のPTA活動の発表を行った。次年度は、全国特別支援学校知的障害教育校PTA連合会（全知Ｐ連）

において関東ブロック代表としてオンライン発表を控えている。日々の協力と活躍に感謝している。 


